
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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石 川  一 義
石 川  悠 祐
水 本  真 吾
長 木  恵

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男尊（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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　狩野の旅にでた平維茂は、信州・戸隠山へと迷い込みます。里路を探している途中、紅葉狩の酒宴を開き、待ち受ける戸隠山の
鬼女たちに誘われます。
　酒宴の酒に酔い伏し、一命が危うくなったとき、日頃から信心する八幡大菩薩が降臨し、救われます。一命を救われた維茂は授
かった神剣をもって、めでたく鬼女を征伐するという物語です。

第一幕『紅葉狩』（もみじがり）

今吉田神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　山県郡北広島町「そばの里」で有名な豊平地区の今吉田で、戦後（昭和21年8月）若者の熱い想いで創立された、まだ若い
神楽団です。当初は旧大朝町から六調子の神楽を習得していましたが、後に八調子の神楽を取り入れ、現在に至っています。
　新舞が中心ではありますが、地元亀山八幡神社、各地神社の奉納神楽、施設の慰問、イベント、神楽競演大会など、一年を
通じて団員一丸となって先人たちが築き上げた伝統を守りながら郷土芸能の継承と皆様に喜んでいただける神楽を舞えるよ
う、日々練習に励んでいます。

いまよしだかぐらだん


